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概要 
 
	 本研究の問題意識は，「観光まちづくり」（それは多くの場合景観まちづくりを重要な
内容としている）を現代日本における新たなタイプの社会集団（コミュニティ）の構築と
そこでの活動の展開と捉え，その意義と課題を検証することにある。	
本稿の第Ⅰ部では，「コミュニティ論」「内発的発展論」「観光まちづくり論」の諸議
論をふまえ，現代における社会集団を「基盤型コミュニティ」（「特定の利害関心の充足」
に関わらない「包括的」「基礎的」集団）と「機能型コミュニティ」（「特定の利害関心
の充足」に関わる「人為的」で「空間的な領域性に準拠しない」集団）の 2 範疇に類型化
し，これらと観光まちづくりとの接合を図った。	
これまでコミュニティ論と（観光）まちづくり論は，両者が互いに影響し合いつつも別
個のことがらとして議論される傾向が強かった。しかし，本研究では，観光まちづくりの
担い手集団を基盤型コミュニティと機能型コミュニティが統合された「複合型コミュニテ
ィ」，すなわち機能型コミュニティであると同時に，生活諸課題一般の解決を担う基盤型
コミュニティ活動との連携という課題を内包するコミュニティ活動と捉えている。したが
ってまた，「複合型コミュニティ」活動としての観光まちづくりを，地域社会の活性化に
とって，その突破口となり得る要素を備えた活動と位置づけた。	
第Ⅱ部では，第Ⅰ部で提示した仮説について，和歌山県海南市黒江における町並みを活
かした景観づくりの事例分析を通じて，以下の 3 つの視点から具体的な検証を行った。	
第 1 の視点は，黒江における観光まちづくりの必然性についてである。近年の活動の背
景に，漆器産業にもとづく職住一体型の産地コミュニティの変容・衰退という事情があっ
たことを明らかにした。第 2 の視点は，コミュニティの新たな局面に対する住民意識であ
る。複合型コミュニティ（活動）としての景観づくりコミュニティ（活動）に対する住民
の意識と態度の実態を捕捉した。第 3 の視点は，景観づくり（コミュニティ）に対する地
域外部の人々の関与である。景観づくりに関わる地域外サポーターの実態と彼らの景観づ
くりに対する意識ならびに彼らの存在が住民意識や活動に及ぼす影響を明らかにした。	
以上，具体的な検証結果を踏まえ，第 1 に黒江というフィールドで展開される活動には，
町並みをはじめとする黒江の歴史や文化に価値を見出す地域内外の人々が関与している点，
第 2 にこうした活動のあり方が住民の景観に対する意識に影響を及ぼし，彼らの景観づく
りへの関与を促している点で，黒江の景観づくりは，その地域的性格（閉鎖性など伝統的
コミュニティが持つ負の側面の残存，また高齢者が多いことなど）による困難さを孕みつ
つも，新たな地域アイデンティティの形成と発展に向けた可能性を有する注目すべき活動
であると結論づけた。 




